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23．鶏卵摂取と血清総コレステロール値、死因別死亡および総死亡との関連の再評価 
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【背景】 

我々は 14年追跡の NIPPON DATA80 を用いて女性において鶏卵摂取頻度と年齢調整血清総コレ

ステロール値は関連を示し、鶏卵摂取が毎日 1個摂取群に比べて週 1-2 個摂取群の総死亡が有意

に低いことを示した。男性ではこのような関連は見られなかった。異なるコホートでの再検討が

必要である。 

【方法】 

15 年追跡の NIPPON DATA90 を用いて鶏卵摂取頻度と血清総コレステロール値、死因別死亡お

よび総死亡との関連を再評価した。1990 年に 1985 年国勢調査のための全国地区の中から 300 カ

所を無作為抽出し、30才以上の参加者を対象に検診、頻度法による主要食品摂取に関する栄養

調査と血液生化学検査を行い、その後 15 年間追跡した。鶏卵摂取頻度を 5段階に分けて回答を

得た。追跡開始時の脳梗塞、心筋梗塞既往例やデータに欠損のあった対象を除外した女性 4,686

例（平均年齢 52.8 歳）について検討した。 

【結果】 

鶏卵摂取頻度毎の人数は週に 1個未満:203 人、週に 1～2個:1,462 人、2日に 1個:1,594 人、

1日 1個:1,387 人、1日 2個以上:40 人であった。鶏卵摂取頻度と年齢調整総コレステロール値

は何ら関連を示さなかった (各群平均: 203.8, 206.2, 207.0, 207.4, および 204.1mg/dL, 共

分散分析にて P=0.886)。追跡期間中に 183 人の心血管疾患死亡、210 人の癌死亡、 599 人の総

死亡があった。年齢、高血圧有無、糖尿病有無、喫煙･飲酒状況、BMI で調整した Cox 解析は総

死亡と癌死亡が 1日 1個群に比べて 1日 2個以上群で有意に高かった(1日 1 個群に比べて 1日 2

個以上群の HR、総死亡:2.05 [95%信頼区間: 1.20-3.52]; 癌死亡: 3.20 [1.51-6.76])。また週

に 1～2個群の癌死亡は 1日 1個群に比べて有意に低かった (0.68 [0.47-0.97])。鶏卵摂取と心

血管死の間には関連が見られなかった。 
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【結論】 

鶏卵摂取頻度と血清総コレステロール値との関連が消失し、心血管疾患死亡とも関連しなかっ

た。一方鶏卵摂取頻度が多い群で癌死亡が増加したため総死亡も増加した。 

【考察】 

鶏卵摂取頻度と血清総コレステロール値との関連が消失したのは高コレステロール血症を自覚し

ている人が鶏卵摂取を控えたために起因すると思われる。鶏卵摂取頻度と癌死亡の正の関連につ

いては最近の Tse G らのメタ解析結果を支持するものであった。少なくとも日本女性において鶏

卵摂取を控えることは健康上有益であると考える。 

 

表 鶏卵摂取頻度と心血管･癌･総死亡 Cox 解析結果 

鶏卵摂取頻度 <1/週 1–2/週 1/2 日 1/日 ≥2/日 傾向 P 

心血管死亡 1.09 (0.60-1.97) 1.16 (0.81-1.67) 0.92 (0.61-1.38) 1 1.24 (0.38-4.10) 0.610 

癌死亡 0.64 (0.33-1.26) 0.68 (0.47-0.97) 0.95 (0.68-1.32) 1 3.20 (1.51-6.76) <0.001 

総死亡 0.98 (0.70-1.37) 0.90 (0.73-1.10) 0.96 (0.78-1.19) 1 2.05 (1.20-3.52) 0.046 

年齢、高血圧有無、糖尿病有無、喫煙･飲酒状況、BMI 等で調整した。 
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